
０
０
３
年
、
金
融
庁
が
地

域
金
融
機
関
に
対
し
て
打

ち
出
し
た
「
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ

プ
バ
ン
キ
ン
グ
（
リ
レ
バ
ン
）」。

公
表
か
ら
約
18
年
経
っ
た
が
、
依

然
と
し
て
リ
レ
バ
ン
を
実
現
で
き

て
い
る
地
域
金
融
機
関
は
少
な
い

と
い
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
誌
で
は

リ
レ
バ
ン
や
地
域
金
融
機
関
の
現

状
に
高
い
問
題
意
識
を
持
つ
二
人

に
対
談
を
お
願
い
し
た
。

一
人
は
金
融
庁
監
督
局
銀
行
第

二
課
長
の
新
発
田
龍
史
氏
だ
。
大

手
銀
行
を
所
管
す
る
銀
行
第
一
課

長
か
ら
、
地
域
金
融
機
関
を
所
管

す
る
銀
行
第
二
課
長
へ
│
│
今
年

７
月
、
新
発
田
氏
は
「
異
色
の
人

事
」
で
話
題
を
集
め
た
が
、
地
域

金
融
行行
政
の
影
響
も
あ
り

同
じ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
!?

│
│
リ
レ
バ
ン
に
つ
い
て
お
聞
き

す
る
前
に
、
ま
ず
地
域
金
融
機
関

の
現
状
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。

橋
本

私
の
大
き
な
問
題
意
識
と

し
て
、
ど
の
金
融
機
関
も
「
同
じ

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

少
し
銀
行
の
歴
史
を
ひ
も
解
い

て
み
る
と
、
戦
前
の
銀
行
は
き
ち

ん
と
役
割
分
担
が
な
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
こ
そ
長
期
に
わ
た
る

設
備
投
資
資
金
な
ど
は
日
本
興
業

銀
行
や
日
本
勧
業
銀
行
な
ど
の
特

殊
銀
行
（
政
府
系
金
融
機
関
）
が

行
政
の
影
響

ビ
ジ
ネ
ス
モ

金
融
に
対
す
る
思
い
は
強
く
、
銀

行
第
二
課
で
様
々
な
改
革
に
着
手

し
よ
う
と
意
気
込
む
。

も
う
一
人
は
捨
て
ら
れ
る
銀
行

シ
リ
ー
ズ
の
著
者
で
あ
る
橋
本
卓

典
氏
だ
。
９
月
に
は
最
新
刊
『
捨

て
ら
れ
る
銀
行
４

消
え
た
銀
行

員

地
域
金
融
変
革
運
動
体
』

（
講
談
社
現
代
新
書
）
を
発
刊
。

舌
鋒
鋭
い
指
摘
の
裏
に
は
地
域
金

融
機
関
の
現
状
に
対
す
る
危
機

感
、
何
よ
り
地
域
経
済
を
良
く
し

た
い
と
い
う
熱
い
思
い
が
あ
る
。

な
ぜ
地
域
金
融
機
関
は
リ
レ
バ

ン
を
実
現
で
き
な
い
の
か
、
い
ま

何
に
取
り
組
む
べ
き
か
│
│
お
二

人
の
対
談
を
２
回
に
分
け
て
お
届

け
す
る
（
以
下
、
敬
称
略
）。

担
っ
て
お
り
、
地
域
の
銀
行
や
信

用
組
合
は
設
備
資
金
は
手
が
け

用
組
合
は
設
備
資
金
は
手
が
け

ず
、
も
っ
ぱ
ら
地
域
企
業
の
運
転

資
金
、
つ
ま
り
短
期
資
金
の
面
倒

を
見
て
い
た
の
で
す
。

し
か
し
戦
後
、
信
用
保
証
協
会

法
が
で
き
、
地
域
金
融
機
関
も
担

保
を
取
っ
て
融
資
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
、
銀
行
の
業
態
ご
と
の

役
割
分
担
は
薄
れ
て
い
き
、
バ
ブ

ル
期
に
は
ほ
と
ん
ど
の
金
融
機
関

は
不
動
産
融
資
に
走
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
バ
ブ
ル
崩
壊
で
不
良

債
権
問
題
が
起
こ
る
と
、
金
融
庁

は
担
保
・
保
証
を
重
視
す
る
金
融

検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
制
定
。
大
手

銀
行
も
地
域
金
融
機
関
も
一
律
の

対
応
を
迫
ら
れ
、
リ
ス
ク
を
抑
え

２

特別対談

コ
ロ
ナ
下
に
あ
る
い
ま
地
域
・
取
引
先
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
│
│

機
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る
た
め
中
小
企
業
の
短
期
資
金
ま

で
長
期
の
証
書
貸
付
で
融
資
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
結
果
、

中
小
企
業
は
返
済
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
、
今
も
慢
性
的
な
資
金
繰
り
悪

化
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
地

域
は
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
、

デ
ジ
タ
ル
化
と
い
っ
た
固
有
の
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
大
半
の
地
域
金
融
機
関
は

同
じ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
下
、
長

期
融
資
を
競
い
合
っ
て
い
る
…
。

劇
的
な
環
境
変
化
に
真
剣
に
対
応

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
疑
問

に
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

新
発
田

そ
の
点
は
金
融
行
政
も

反
省
す
べ
き
点
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
不
良
債
権
処
理
を
優
先
す

る
あ
ま
り
、
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
中
小
企
業
へ
の
短
期
継
続
融

資
を
事
実
上
否
定
し
た
…
。
そ
れ

に
よ
り
中
小
企
業
の
経
営
者
は
、

日
々
の
資
金
繰
り
を
心
配
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
金
融
庁
の

（金融庁監督局　銀行第二課長）
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前 

編
いまのリレバンの問題点と
地域金融機関が取り組むべきこと

リレバンは手段の１つに過ぎず
地域の付加価値向上が目的に
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捨てられる銀行シリーズ著者
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